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１　Mikiko HASEGAWA 千里金蘭大学　看護学部 受理日：2018年９月７日
２　Motomi HIRAGA 名古屋学芸大学　看護学部 査読付
３　Masako YAMANAKA 天理医療大学　医療学部　看護学科
４　Mika IWASA 千里金蘭大学　看護学部
５　Chika IKEZOE 一般財団法人　住友病院
６　Rie MURAKAMI 一般財団法人　住友病院
７　Mie TAKEUCHI 一般財団法人　住友病院
８　Motoko SAKATA 一般財団法人　住友病院
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している主任看護師および日々の担当看護師とし
た。
Ⅳ．成人看護学実習Ⅰ・Ⅱの実習指導体制
　B病院における実習指導体制は、主任看護師が主
たる実習指導の役割を有し、毎日の学生指導は主
任看護師が担当する場合と、看護師経験を３年以
上有する日々の担当看護師が担当する場合がある。
　学生への具体的な指導は、学生が立案した日々
の行動計画、および、看護計画への助言、患者へ
のベッドサイドケアを通した看護ケアの指導、学
生の看護ケアに対するフィードバック、学生カン
ファレンスへの参加と助言である。
　また、臨床実習指導者は大学教員と連携し、実
習体制や実習方法に関する連絡や調整、学生の日々
の学習状況や思考と実践上の課題についての情報
共有、学生の看護計画と病棟の看護にずれが生じ
ないよう看護の方向性の確認を行っている。
　2016年度は、「学生の計画発表や報告を聞く時は
学生が座ってできるようにする」、「目標・行動計画・
看護計画の発表を聞く時間は10分以内を目安とす
る」、「学生を暖かく受け入れる雰囲気を作る」、「学
生と話をする時は視線を合わせて相槌を打つ」な
どの実習指導について取り組みを強化した（表１）。
の指導を開始する」など、学生への対応方法の改
善に取り組んだ。また、「学生が立案した看護計画
を看護師の看護計画に反映させ、チームの一員と
して共に実施できるようにする」、「計画内容の実
施を通して達成感が味わえるよう支援する」など、
学生が立案した看護計画や行動計画が遂行できる
ようなサポート体制を強化した。今後、よりよい
実習指導を実施するためには、2016年度に臨床実
習指導者が取り組みを強化した実習指導について
学生の側から評価する必要があると考えた。2016
年度に強化した実習指導の評価をもとに実習指導
のあり方を検討するには、学生が臨床実習指導者
の指導をどのように認識しているのかを明らかに
することが重要である。
Ⅱ．研究目的
　本研究は、成人看護学実習（急性期・慢性期）
における実習指導のあり方を検討するため、B病院
において成人看護学実習を履修した学生を対象に、
臨床実習指導者の指導に対する認識を明らかにす
ることを目的とした。
Ⅲ．用語の定義
　臨床実習指導者：本研究における臨床実習指導
者とは、成人看護学実習において学生を直接指導
表1　B病院における臨地実習指導に於ける役割一覧（一部抜粋）
臨床実習指導者 日々の指導看護師
実習指導者としての役割を担い実習における調整・指導を実施する 充実した実習ができるよう、役割モデルの実践を行う
実
習
直
前
/
中
★学生が挨拶をしている時は学生の方を向いて挨拶を返すように
スタッフへ指導する
①受け持ち患者を教員・学生に紹介
②実習オリエンテーション
③ 患者へのベッドサイドケアを通した看護ケアの指導（日々の指
導者の①～⑤含む）
④日々の指導者に対する実習指導
　・指導者の行き過ぎた指導や困難場面への助言
　・指導者へ指導が上手くできている点を具体的に伝える
　・学生の計画発表や報告を聞く時は学生が座ってできるようにする
　・ 目標・行動計画・看護計画の発表を聞く時間は10分以内を目
安とする（まずは目標が適していることを確認し、大きく方
向性が違えば教員へ修正依頼する）
　・ 実施の際は学生が立案した看護計画を出来るだけ尊重し、ア
ドバイスを追加して行う
　・ 記録や看護診断、理論的なことは教員から指導してもらよう
に協力を得る
　・ 学生が立案した看護計画を看護師が立案した看護計画に反映
させチームの一員として共に実施できるようにする
　・ 受け持ち患者の病棟カンファレンスに参加する機会を設け、
学生の看護計画が実践できるよう支援する
　・計画内容の実施を通して達成感が味わえるよう支援する
⑤学生カンファレンスへの参加・助言・指導
⑥学生への精神的サポート
⑦学生の学びの会参加
１）患者へのベッドサイドケアを通した看護ケアの指導
① 当日の実習計画への助言（学生から報告を受け、ともに個別的
な看護を考える）
　・ 学生の計画発表や報告を聞く時は学生が座ってできるように
する
　 ・学生がうまくやれた時にはそのことを伝える
　・必要な患者の情報を提供する
　・ まずは目標が適していることを確認し、大きく方向性が違え
ば教員へ修正依頼する
　・ 目標・行動計画・看護計画の発表を聞く時間は10分以内を目
安とする
　・ 記録や看護診断、理論的なことは教員から指導してもらよう
に協力を得る
　・ 学生が立案した看護計画を看護師が立案した看護計画に反映
させ、チームの一員として共に実施できるようにする
　・ 受け持ち患者の病棟カンファレンスに参加する機会を設け、
学生の看護計画が実践できるよう支援する
　 ・計画内容の実施を通して達成感が味わえるよう支援する
②患者へのケアは学生とともに学生の技術・能力に合わせ、実施
　・学生からの報告を受け、アセスメントの方法の指導を行う
　・技術は基本に沿って行い、個別性を考えさせる
　・ 実施の際は学生が立案した看護計画を出来るだけ尊重し、ア
ドバイスを追加して行う
　・技術は基本に沿って行い、個別性を考えさせる
③学生の実習の態度や様子を臨床実習指導者や教員に連絡
④必要に応じて学生のカンファレンスに参加し、助言を行なう
⑤学生を温かく受け入れる雰囲気をつくる
⑥学生に積極的に困っていることがないか声をかける
⑦学生と話をする時は視線を合わせ相槌をうつ
⑧自己紹介してから日々の指導を開始する
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明した。研究参加の説明と同意は、個人として
の対象者の人権に配慮した。質問紙調査は無記名
とし、回収箱の周囲には研究者が立ち入らない
ようにして匿名性と研究協力の任意性を確保した。 
なお、本研究における利益相反は存在しない。
Ⅶ．結果
　対象者84名のうち、研究に同意し回答が得られ
たのは69名（回収率82.1％）で有効回答は69名であっ
た。また、学生が履修した実習区分は、急性期24名、
慢性期45名であった。
　学生の自由記述より、分析対象となった『臨床
実習指導者の指導に対する学生の認識』として120
コードが抽出され、18サブカテゴリー、６カテゴ
リーを得た（表２）。
　なお、本研究では、カテゴリーを《　》、サブカ
テゴリーを〈　〉、コードを「　」で示す。
１）《看護計画・行動計画の発表時間の調整》
　学生は、臨床実習指導者が学生個々の状況に　
応じて行動計画発表時間を調整したことにより、　
学生は自らの計画遂行をサポートしてくれている
と捉えていた。サブカテゴリーは、〈学生に負担感
を与えていた計画発表時間〉、〈計画発表時間短縮
がもたらした患者との関わり強化と計画の遂行〉、
〈学生にとって理想的な計画発表時間〉の３つで構
成されていた。学生は、行動計画発表時間に関し
て「長すぎる傾向があった」、「予定がずれること
があった」、「その時々で、発表時間を調整してく
れた」、「ケアや見学に差支えがない」、「患者との
関わりの時間を大切にできた」、「行動計画を計画
通りに行っていけた」、「10分でちょうど良い」、「助
言をいただくには十分な時間であった」などと記
述していた。
２）‌《学生の自己効力感を高め、エンパワーする関
わり》
　学生は、臨床実習指導者が指導や関わりのなか
で、学生に自信を持たせ成功体験へと導き、看護
実践能力を習得させていると認識していた。サブ
カテゴリーは、〈学生の強みを見つけ、強化する指
導〉、〈学生を成功体験に導く配慮〉、〈学生の準備
状態の把握〉、〈学生のコミットメント意識を高め
る指導〉、〈学生の自主的学習が促進する関わり〉
の５つで構成されていた。学生は、「良いところは
褒めてくれた」、「あらかじめ、患者さんに声をか
Ⅴ．研究方法
１．研究デザイン
　無記名の自記式質問紙調査による質的研究
２．研究対象者
　2016年10月～同年12月の期間にB病院で成人看護
学実習Ⅰ（急性期）とⅡ（慢性期）、またはその両
方を受けたA大学の学生84名であった。対象者は、
質問紙への回答を以て本研究への参加に同意が得
られた者とした。
３．データ収集方法
１）調査内容
　調査には質問紙を使用し、B病院で成人看護学実
習Ⅰ（急性期）あるいはⅡ（慢性期）、または、そ
の両方における臨床実習指導者の指導方法やサ
ポート等について自由記述で回答を求めた。
　質問内容は、学生の行動計画発表や報告の場に
おける臨床実習指導者の態度や、学生が立案した
看護計画の実践の場における臨床実習指導者のサ
ポート、計画発表の時間の適切性、臨床実習指導
者と大学教員との連携についてである。
２）質問紙の配布および回収方法
　成人看護学実習が終了した12月に、対象者へ研
究の趣旨と参加について説明した後に質問紙を配
布し、鍵のかかる回収ボックスへ対象者自身が投
函する方法で回収した。
４．分析方法
　得られたデータは、質的帰納的に分析した。学
生の自由記述のうち、臨床実習指導者の指導につ
いて具体的に記述された回答を抽出し、一つの意
味・内容ごとにコード化し、意味内容が類似する
ものをまとめてサブカテゴリーとした。さらに抽
象度をあげてカテゴリーを抽出し、それぞれのネー
ミングを行った。回答内容を研究者で確認しなが
ら協議を重ねることで真実性を高めた。
Ⅵ．倫理的配慮
　本研究は、A大学の疫学研究倫理審査委員会の
承認（通知番号284）を受けて実施した。対象学
生に対し、当該実習の成績判定者ではない研究者
が、研究の目的と方法、研究参加の自由意思、匿
名性の確保、個人情報の保護、研究参加の有無に
よる不利益がないこと等を文書と口頭で十分に説
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表２　臨床実習指導者の指導に対する学生の認識
カテゴリ サブカテゴリ 取り上げた場面と理由
看護計画・行動計画の
発表時間の調整
・学生に負担感を与えていた
　計画発表時間
・長すぎてもしんどい
・短すぎてもこれでいいのか心配
・予定がずれることがあった
・終了が遅くなることがあった
・考える時間が長かった
・長くなると、担当者の手を止めてしまう
・丁寧だが、時間が伸びると申し訳なく感じた
・時間が伸びてしまった
・長すぎる傾向があった
・長く発表しても意味がない
・計画発表時間短縮がもたらした
　患者との関わり強化と
　計画の遂行
・計画発表後、すぐに行動できた（２）
・自分の計画内容にあった時間である
・行動計画を計画通りに行っていけた
・その後の計画に影響しない時間だった
・患者との関わりの時間を大切にできた
・ケアや見学に差支えがない
・その後の計画や評価に時間を使うから丁度良い
・計画調整ができた
・１日の計画を一緒に練り直すことができた
・その時々で、発表時間を調整してくれた
・学生にとって理想的な
　計画発表時間
・10分でちょうど良い
・５分発表、５分指導が丁度よかった
・助言をいただくには十分な時間であった（２）
・疑問なく発表できた（２）
・短くても指導が少ないと思わなかった
・重要なポイントを伝えることができた
・発表時間に不満はない
学生の自己効力感を高め、
エンパワーする関わり
・学生の強みを見つけ、
　強化する指導
・良いところは褒めてくれた
・同意してくれた
・指導内容は、とても私の力になるものであった
・学生の計画を尊重してくれた（２）
・計画の内容を見て、実施できるように考慮してくれた
・肯定的に受け入れてくれた
・学生を成功体験に導く配慮
・あらかじめ、患者さんに声をかけてくれた
・状況によってサポートしてくれた
・ケアを実施できるよう考慮（２）
・細かいところまで指導
・ケアを見守ってくれた（２）
・迷うことがないようにしてくれた
・発表時の資料に書き込み、助言してくれた
・学生の準備状態の把握
・手順書に目を通してくれた（３）
・具体的に方法や根拠を聴いてくれた（２）
・理解度を確認してくれた
・ケアの方法の確認をしてくれた
・学生のコミットメント意識を
　高める指導
・３年生だから一人でできるよねと言われ、実施した
・一人で行う方が緊張しなかった
・学生主体だった
・その時の内容に合わせてくれた
・学生の自主的学習が
　促進する関わり
・改善できる点のフィードバック
・改善点を教えてくれた
・間違いや不足について教えてくれた
・足りないところは助言してくれた（７）
ロールモデルとなる言動
・スタッフメンバーとして
　情報を共有
・看護師のカンファレンスに参加させてくれた
・学生の退院指導案を看護師のカンファレンスでも発表してくれた
・モデリング効果を
　意識したケア
・患者の質問に代わりに答えてくれた
・看護師が行っているケアを見学（２）
・どのように話すのか教えてくれた
・観察のポイントを教えてくれた
・看護師がどのように患者に関わっているかを教えてくれた
学生の経験の深化と
拡充の支援
・学生の直接的経験を
　把握する態度
・しっかり話を聴いてくれた（３）
・忙しい中、話を聴いてくれた
・きちんと聴いてくれた
・意見を最後まで聴いてくれた
・計画内容などを全て話すことで理解し、行動へ移すことができた
・個々に応じた的確な指導
・的確にアドバイスをくれた
・具体的にアドバイスをくれた（５）
・質問とアドバイスをくれた
・あいまいな部分への質問や助言をくれた
・わかりやすく、まとめて助言してくれた
・簡潔に大事なことを明確に示してくれた
実習しやすい
物理的・人的環境作り
・話しかけやすい雰囲気を
　醸し出す努力
・思っていることを言える環境を作ってくれた
・報告しやすかった
・確認したいことが確認できていた
・学生指導のための
　業務時間調整
・予定計画の調整をしてくれた（９）
・相談を受け入れてくれた
・時間を作ってくれた
・発表時間をしっかりとってくれた
・時間通りにケアを行ってくれた
・緊張を和らげる関わり
・対応がやさしかった
・丁寧に教えてくれた（２）
・学生への関心を示す
　非言語的表現
・相槌を打ってくれた
・メモをとってくれた
・うなずいてくれた
・手を止めて聴いてくれた
・学生と話ができる環境作り ・座ることを促してくれた
学生指導に対する
無関心の様相 ・学生に嫌悪感を与える関わり
・報告時、はじめから学生の受け入れがないように感じた
・一部業務をしながら返事も頂けない方がいた
・人によって対応が違う
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Ⅷ．考察
　成人看護学実習における臨床実習指導者の指導
に対する学生の認識は、学生の行動計画発表時間
や環境の調整、学生の学びの深化と拡充にむけた
関わり、看護師としてのロールモデルの提示など
であった。これにより、学生は臨床実習指導者か
らの指導や関わりについて肯定的に評価している
ことや、臨床実習指導者の指導やサポートを受け
ながら看護体験を深めていることが示唆された。
このような学生の認識から臨床実習指導者の指導
のあり方を考える。
１）学生の行動計画調整について
　学生の自由記述から、これまでの行動計画発表
時間は長くなる傾向があり、学生が疲労感や無意
味さ、臨床実習指導者に対して申し訳なさを感じ
ていたことが明らかになった。一方で、学生は、
計画発表時間の短縮によって「患者との関わりの
時間を大切にできた」、「行動計画を計画通りに行っ
ていけた」などと認識しており、臨床実習指導者
が、学生の実践時間を重視して行動計画発表時間
の短縮や調整を行っていることが推察される。沖
田他（2015）は、看護実践者として未熟な学生は、
ケアを実践する中で患者とコミュニケーションを
とり、患者の背景を理解する傾向があると述べて
いる。このことから、臨床実習指導者による行動
計画発表時間の短縮や調整は、学生が患者のベッ
ドサイドへ訪れる時間やケアを実践する時間を増
やし、患者理解の深化をもたらしたと推察される。
結果、学生は次の思考や看護実践に進みやすくな
り、自身が立案した計画が遂行できたと認識する
に至ったのではないかと考える。　
　また、10分という行動計画発表時間について、
学生は「丁度よい」「十分な時間」と記述しており、
〈学生にとって理想的な計画発表時間〉と認識して
いた。そして、「短くても指導が少ないと思わなかっ
た」や「重要なポイントを伝えることができた」
という学生の記述は、10分という縛りを意識した
実習指導者の行動が、学生の意思や行動計画を効
果的に引き出した結果といえる。しかし、主体的
に情報収集や臨床実習指導者へ意思表示すること
が可能な学生には、効率的な指導として認識され
ても、そうでない学生には、10分が有用と認識さ
れない可能性がある。今回、計画発表時間の目安
を10分以内に設定したことは有用であったと評価
されるが、実習科目や学生の主体性・積極性に応
けてくれた」、「具体的に方法や根拠を聴いてくれ
た」、「学生主体だった」、「足りないところは助言
してくれた」などと記述していた。
３）《ロールモデルとなる言動》
　学生は、臨床実習指導者の指導や振る舞いが、
看護者として良いモデルであると認識していた。
サブカテゴリーは、〈スタッフメンバーとして情
報を共有〉、〈モデリング効果を意識したケア〉の
２つで構成されていた。学生は「学生の退院指導
案を看護師のカンファレンスでも発表してくれた」、
「看護師がどのように患者に関わっているかを教え
てくれた」などと記述していた。
４）《学生の経験の深化と拡充の支援》
　学生は、臨床実習指導者の指導が、学生の直接
経験の把握や学生個々に応じた的確なものである
と捉えていた。サブカテゴリーは、〈学生の直接的
経験を把握する態度〉と〈個々に応じた的確な指
導〉の２つで構成されていた。学生は、「忙しい中、
話を聴いてくれた」、「しっかり話を聴いてくれた」、
「具体的にアドバイスをくれた」、「あいまいな部分
への質問や助言をくれた」などと記述していた。
５）《実習しやすい物理的・人的環境作り》
　学生は、臨床実習指導者が学生に対して威圧感
を与えない環境を整えていると認識していた。サ
ブカテゴリーは、〈話しかけやすい雰囲気を醸し出
す努力〉、〈学生指導のための業務時間調整〉、〈緊
張を和らげる関わり〉、〈学生への関心を示す非言
語的表現〉、〈学生と話ができる環境作り〉の５つ
で構成されていた。学生は、「思っていることを言
える環境を作ってくれた」、「予定計画の調整をし
てくれた」、「丁寧に教えてくれた」、「うなずいて
くれた」「手を止めて聴いてくれた」、「座ることを
促してくれた」などと記述していた。
６）《学生指導に対する無関心の様相》
　学生は、臨床実習指導者によっては、学生指導
に無関心であるかのような印象を与える関わりが
あると認識していた。サブカテゴリーは、〈学生に
嫌悪感を与える関わり〉であった。学生は、「報告
時、はじめから学生の受け入れがないように感じ
た」、「一部業務をしながら返事も頂けない方がい
た」、「人によって対応が違う」と記述していた。
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ではないかと考える。しかし一方で「はじめから
学生の受け入れがないように感じた」、「一部業務
をしながら返事も頂けない方がいた」、「人によっ
て対応が違う」というような、臨床実習指導者の
《学生指導に対する無関心の様相》も抽出されてい
た。山田他（2010）は、指導者の不誠実な態度は
学生の学ぶ意欲を阻害すると述べている。そのた
め、上記のような〈学生に嫌悪感を与える関わり〉
は、学生に実習が苦痛であると感じさせ学習意欲
の低下を招く可能性がある。結果、学生の学ぶ機
会を奪うことにもなりかねない。そのような事態
を回避するためにも、学生への効果的な指導がで
きる指導者の育成にむけて、臨床と大学でより密
接に連携して実習指導改善に取り組む必要がある
と考える。
３）学生の看護実践支援について
　学生の記述には、臨床実習指導者が学生の話や
意見を「聴いてくれた」という表現を多く認めた。
森川（2010）は「聴くということは、あなたの感
じていること、考えていることに関心があるよと
いうことです」と述べている。すなわち、臨床実
習指導者の「聴く」という態度は、学生を理解す
るためにほかならず、〈学生の直接的経験を把握
する態度〉でもある。そして、このような態度は、
学生の存在を大事にしているというメッセージと
なって、学生に「承認されている」という実感を
与えるのではないかと考える。
　また、臨床実習指導者から「アドバイス」を受
けたことが多く記述されており、同時に「的確」「具
体的」「わかりやすく」などの形容動詞で表現され
ていることから、〈個々に応じた的確な指導〉が行
われていると考えられる。小林（2005）は、教員
が学生の質問にあいまいに答えることが学生の学
習意欲を低下させたと報告している。このことは
臨床実習指導者の場合でも同様であり、的確で具
体的な指導を行うことは、学生の中での曖昧さを
払拭させ、学習意欲を向上させるために重要であ
ると考える。
　さらに、学生は「手順書に目を通してくれた」
や「具体的に方法や根拠を聴いてくれた」と記述
しており、臨床実習指導者が〈学生の準備状態の
把握〉をしていると認識していた。そして、臨床
実習指導者の「あらかじめ、患者さんに声をかけ
てくれた」、「迷うことがないようにしてくれた」、
「ケアを実施できるよう考慮」する行動を、〈学生
じて行動計画発表時間は調整する必要があると考
える。
２）学生への対応方法について
　臨地実習における環境は、学生の緊張感を高め
る要因が多く、そのひとつに臨床実習指導者との
関わりがある。適度な緊張感は克服しようとする
力（動機づけ）となり、精神的にもよい影響を与
えるが、過度な緊張感は不安な状態を招く（B.J.ジ
ンマーマン他，1997）。しかし、学生は「相槌を打っ
てくれた」、「座ることを促してくれた」、「手を止
めて聴いてくれた」など、臨床実習指導者が学生
に関心を寄せ、やさしく丁寧な指導・対応をして
くれたと認識していた。このような対応は、学生
の緊張を緩和させるとともに、学生にとって自身
が尊重されていると感じるものである。
　また、学生は〈学生指導のための業務時間調整〉
とともに、「思っていることを言える環境を作って
くれた」などの威圧感を与えない《実習しやすい
物理的・人的環境作り》をしてくれていると認識
していた。このような臨床実習指導者の対応や環
境作りは、学生に受け入れられているという実感
とともに安心感を与えると考える。このことから、
学生が安心できる環境作りは、学生の学びを後押
しし、深化させる要因のひとつであると考える。
　さらに、学生は、「看護師がどのように患者に
関わっているかを教えてくれた」、「看護師が行っ
ているケアを見学」といった〈モデリング効果を
意識したケア〉を認識していた。先行研究におい
て、指導者の役割は、日ごろ実践している看護の
力を看護モデルとして学生に提示すること（谷
垣，2003）や現場のイニシアティブをとり、看護
上大切にしていることや実践的な看護を学生に伝
えることだ（林他，2016）と報告されている。また、
林他（2016）は、学生にとっての最も効果的な学
習支援は看護師としてのモデルを実際の現場で示
すことだと述べている。これらのことから、臨床
実習指導者が学生に《ロールモデルとなる言動》
を示すことで、学生の看護観の形成や看護実践能
力を向上させる指導にむすびつくことが推察され
る。
　以上より、学生は臨床実習指導者の指導を肯定
的に捉えており、臨床実習指導者の指導は、学生
の成長や実習に多くの効果をもたらしていると考
えられる。このことは、臨床実習指導者が取り組
んできた学生への対応方法の強化が功を奏したの
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査を継続し、臨床実習指導者の指導の継続性の評
価や課題を明確化して実習指導改善への取り組み
を行っていく必要がある。また、臨床実習指導者
の指導が学生の成長や学生の実習にどのような効
果をもたらすのかは明らかにしていない。今後は、
臨地実習において学生の成長を促す要因について
検討していく必要がある。
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（2012）は、学生自らが実施した看護の効果を実感
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Ⅷ．結論
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方法やサポート等について自由記述で回答を求め
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